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第一問
（1） ＜場所＞→恒星内部　＜役割＞→CNサイクルにおいて、触媒として働く。
（2） ＜由来＞→電子の回折　＜性質＞→波動性
（3） ＜軌道エネルギー＞→1s、2sと2p、3sと3p
（4） ＜節の数＞→1s：0つ　2s：1つ　2p：1つ　3s：2つ　3p：2つ
＜球対称＞→1s、2s、3s　＜そうでないもの＞→2p、3p

第二問
（１）＜相対関係＞→1s<2s<2p<3s<3p　＜理由＞→遮蔽、浸透
（２）＜原理＞→構成原理　＜説明＞→電子が軌道を占めるとき、可能な限りエネルギーの低い軌道を占めていく、と考えて電子を配置していくこと。
（３）＜sp＞→アセチレン　＜sp2＞→エチレン　＜sp3＞→メタン
　　　＜π軌道の概形＞→無☆理だZE!
（４）＜理由＞→２−ブテンが紫外光を吸収すると、π＊←π遷移が起きるから。

第三問
（1） c=νλより、ν=7.5×10＾14
E=hνより、E=4.95×10＾−19
（２）＜炭化水素＞→π結合の電子を制御し、共役系の長さをかえる。
　　　＜遷移金属＞→d軌道
（３）＜赤色になるもの＞→右　
　　　＜理由＞→アルカリ性溶液中ではHOMOとLUMOのエネルギー間隔
　　　　　　　　が小さくなり、緑色の可視光を吸収するから。
（４）星間分子か放出されるμ波、m波等の電波を観測出来る。





第四問
（１）＜高い方＞→(a)　＜低い方＞→(b)　
　　　＜理由＞→（a）では、酸素の光乖離には242nmより短波長の紫外線が必要なので、波長の短い紫外線の多い高高度で反応が早く進む。
　　　　　　　（b）では、反応に第三体が必要となるので、低高度で速く進む。
（２）O３+hν→O２+O…（c）
　　　O+O３→O２+O２…（d）
（３）（c）が有害な紫外線を吸収する盾となっている。
（４）＜Ea＞→活性化エネルギー
　　　＜図＞→（´・ω・｀）無理です…
　　　＜Aの要因＞→分子の衝突頻度と立体因子
（5） ＜項の意味＞→ΔG=－T（－ΔH/T＋ΔS）
－ΔH/T…外界の乱雑さによるエントロピーの増加
＋ΔS　…系の乱雑さによるエントロピーの増加
＜条件＞→ΔG＜0となること
(熱力学第二法則のエントロピー増大則とどう関連付けをすればいいか解りません（ＴＴ）)

第五問
（１）CH結合は極性が小さく、ほぼ分散力のみが働くので、
接触する部分が長いものほど相互作用が強くなるから。
（2） 構造水のエントロピー低下を相対的に小さくする為に、疎水性の物質同士の引力により互いが集合するから。
